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 留 学 報 告 書  
記入日：2013年１月９日 

 

所属学部／研究科・学科／専攻 農学部食料環境政策学科 

留学先国 アメリカ 

留学先高等教育機関名 

（和文及び現地言語） 

メンフィス大学 

The University of Memphis 

留学期間 2012年 8月～2012年 12月 

留学した時の学年 4年生（渡航した時の学年） 

留学先での学年 4年生（留学先大学で在籍した学年） 

留学先での所属学部等 
      

特定の学部等に所属しなかった。 

帰国年月日 2012年 12月 15日 

明治大学卒業予定年 2013年 3月 

留学先大学について  

形態 国立 公立  私立  その他 

学年暦 
1 学期：      2学期：○ 3 学期：      

（記入例/１学期：４月上旬～７月下旬,２学期：９月中旬～２月上旬） 

学生数 20000人 

創立年 1912年 

 

 

留学費用項目 

 

現地通貨（USD） 円 備考 

授業料       ０円  

宿舎費 ＄3100      円 ミールクーポン＄８００含む 

食費 ＄400      円       

図書費 ＄500      円 教科書が高い 

学用品費 ＄30      円       

教養娯楽費 ＄1000      円       

被服費 ＄500      円       

医療費 ＄0      円       

保険費       ６万円 形態：      

渡航旅費       １６万円       

雑費 ＄1000      円       

その他            円       

その他            円       

その他            円       

合計 ＄6530 ２２万円       
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渡航関連 

渡航経路：成田、韓国、ニューヨーク、メンフィス 

渡航費用 

      チケットの種類  半年間ＦＩＸ 

      往路             

      復路             

      合計       １６万円 

渡航に際して利用した旅行会社やガイドブックを教えて下さい。 

航空券は他社と比較した結果、一番安かったＨＩＳで購入しました。地球の歩き方の南部アメリカ特集の

本を持って行きました。メンフィスだけでなくアメリカ南部についての本なので、滞在中に、アトランタ

やナッシュビルに旅行をする時にも参考になりました。 

滞在形態関連 

1）種類（留学中の滞在先）（例：アパート、大学の宿舎など） 

大学の宿舎 

2）部屋の形態 

 個室 OR 相部屋（同居人数     ） 
3）住居を探した方法： 

大学が紹介してくれます。 

4）感想：（滞在先の感想とこれから留学する人のためのアドバイス） 

大学に接しているので、とにかく通学が楽です。部屋は個室ですが、キッチン・バスルームはルームメイ

ト３人と共有します。ルームメイトが現地の学生だったので、会った時には何か会話をするようにしてい

ました。ルームメイトの１人と全く生活のリズムが合わず、なかなか話せなったのが残念ですが、寮生活

には満足しています。洗濯場が敷地内にあるのも便利です。 

現地情報 

1）現地で病院にかかったことはありますか？大学内の医務室/診療所や付属病院等で医療サービスを受け

ることは可能でしたか？ 

利用する機会が無かった 

利用した：      

2）学内外で問題があったときには誰に相談しましたか。留学先大学に相談窓口はありましたか。 

留学生担当の方が９時～午後４時まで事務室にいるので、何かあれば対応してくれます。特に授業履修の

時にお世話になりました。 

3）現地の危険地域情報をどのように収集し，どのような防犯対策をしましたか。また，実際に盗難等を含

む犯罪に巻き込まれたことはありますか？その際どのように対処しましたか？ 

メンフィスで何か事件があった場合には、大学がメールで知らせてくれます。事件に巻き込まれたことは

ありませんが、治安のよい地域ではないので、夜に一人で出歩かないようにしていました。大学の敷地内

は、警察が常にパトロールしているので基本的に安全という印象を持ちました。 

4）パソコン，携帯電話，インターネット（接続について）現地での利用はいかがでしたか。 
（例：寮のインターネット接続が不安定で１週間に１度は全く繋がらない時がある。街にあるほとんどのカフェでは WIFI

接続が可能であったので，寮で使用できない時はカフェに行った。） 

大学内・寮では無料のＷＩＦＩに接続できます。通信速度等、特にストレスを感じた事はありません。ス

マートフォンやタブレットを日本に置いてきたことを後悔しました。あると便利だと思います。 

5）現地での資金調達はどのように行いましたか？（例：現地に銀行口座を開設して日本の親から送金してもらっ

た。銀行口座は現地で外国人登録をしないと開設できない。また，クレジットカードも併用していた。） 

トラベラーズチェック６０万円分とクレジットカード２枚を持って行きました。 

6）現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい。 

現地の人へのお土産。浴衣、スーツ等のイベント用の服（フォーマルなイベントでスーツを着る機会が一

度ありました。結局スーツは現地の人から借りることができましたが、サイズやデザインなど自分のお気

に入りを持ってきてれば良かったと思いました。） 
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進路について 

1) 進路 

就職   進学    未定  その他：      

2)進路決定の際に参考にした資料、図書、機関など                                                           

先輩方の就活報告書は参考になりました。 

3)就職を選択した方は、差し支えなければ内定先を教えて下さい。また、その企業を選んだ理由も教えて

下さい。（内定を得た企業すべての名前、或は入社すると決定した企業の名前のみでも構いません） 

内定先：株式会社クボタ 
専攻の農業に強く関係しており、また海外進出に力を入れている企業なので、帰国後に仕事で留学経験を

活かせると思いました。 

4)就職活動中・終了に関わらず，就職活動について感想・アドバイスがありましたらお書き下さい。 

（例：留学中の就職活動へ向けた準備，帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等。就職活動を

不安に思い、留学を断念する方もいます。ご自身の経験を踏まえてアドバイスをお願いします。） 

私の場合、４年生の８月末から卒業までの約半年間の留学が決まっていたので、渡米までに就職先を必ず

決めると決意して就職活動に取り組みました。３年の１２月の就職活動解禁と同時に、合同説明会やセミ

ナーなど、情報収集を積極的に行い、できる限りの準備をしました。準備と運で、無事に４月中に希望先

への就職内定が決まり、その後の期間をアルバイトや、現地情報の収集に使う事ができました。正直、渡

米までに、もし就職先が決まらなかったら、と不安になることもありました。しかし、今考えると、自分

を追い込んだことで、かえって時間を有効活用し、就職活動により真剣に取り組むことができたのではと

思います。 

5)進学を選択した方は、差し支えなければ進学先を教えて下さい。 

      

6）進学を志す留学希望者に向けたアドバイス（準備、試験対策等）がありましたらお書き下さい。 

       

7) その他を選択した方は、留学希望者に向けたアドバイスがありましたらお書き下さい。 
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学習・研究活動についてのレポート（履修した科目ごとに記入してください） 

1)留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 
※該当項目にチェックのうえ，記入して下さい。 

11 単位 
      単位 

単位認定の申請はしません(理由：     ) 

2)以下は留学先で履修した科目についてのレポートです。今後留学をする人たちへのアドバイスも含めてお書き

下さい。記入スペースが足りない場合は、A4用紙で別途作成し、添付してください。 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

Tenessee History テネシー州の歴史 

科目設置学部・研究科 History 

履修期間 Fall term 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 講義形式（チュートリアル，講義形式等） 

授業時間数 １週間に９０分が２回 

担当教授 Mr.Crawford 

授業内容 テネシー州にヨーロッパ人が初めて入植した１８世紀後半から現代までの歴

史について、インディアンが追い出された経緯や黒人の歴史など幅広く扱い

ます。 

試験・課題など Midterm と Final term に加えて、reading exam が２回あります。Midterm と

Final termでは講義内容について、また reading examでは教科書の内容につ

いて問われます。試験では基本的な歴史の流れに加えて州知事の業績等が問

われれます。形式は記述と穴埋め問題が組み合わされています。 

感想を自由記入 留学場所について学ぶことは、土地勘や歴史感覚がつくので、留学生活を送

る上で非常に役立ちました。テネシー州はアメリカ南部において、とても重

要な州なので、この州を学ぶことは南部の理解、そしてアメリカ全体の理解

に繋がります。南北戦争や公民権運動等、テネシー州の歴史は狙い通り

African American Study とも深く関連しています。教授のお勧めする歴史的

な場所や博物館に実際に行くことで、追加ボーナス点をもらえたので、州内

を観光する動機にもなりました。 

 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

Intro to African American Study アフリカ系アメリカ人について 

科目設置学部・研究科 African American Study 

履修期間 fall term 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 講義形式（チュートリアル，講義形式等） 

授業時間数 １週間に６０分が３回 

担当教授 Ms.Ewing 

授業内容 アメリカの黒人の歴史について奴隷貿易から現在に至るまでのアメリカ史を

扱います。 

試験・課題など ２週間に一度、また、中間レポートとして別に３－４Ｐのレポートを書きま

す。Midtermと Final termの他に２回 reading examという課題図書の内容に

ついてのテストがあるので、教科書とは別に授業の内容に沿った小説を

reading examに向けて読むことになります。 

感想を自由記入 アフリカ系アメリカ人の歴史はアメリカの歴史だけでなく現在の政治や社会

問題にも密接に関わっています。黒人文化に興味があってこの授業を履修し

ました。この講義では、日本の歴史教育で全く扱わない内容や教科書数行で

済まされてしまっている内容について扱うので、アメリカ史にこんなことが

あったのかと授業毎に新しいことに気づかされました。まさにアメリカの黒

い歴史についてです。 
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履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

Intermidiate Chinese 中級中国語 

科目設置学部・研究科 Chinese 

履修期間 fall term 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 講義形式（チュートリアル，講義形式等） 

授業時間数 １週間に 60 分が 3 回 

担当教授 Mrs.wang 

授業内容 中国語の中級クラス。中国人の教授が英語で中国語を教えます。レストラン

での食事、道順の説明、天気が主なテーマでした。２０人程のクラスで生徒

に積極的に発言させる形式をとっています 

試験・課題など Midtermは講義で扱った文法、語彙を使い５分間の中国語会話をペアで作成し

て実演することと、筆記試験です。Final term は筆記試験と個人面接試験で

す。 

感想を自由記入 日本とアメリカでの語学の習い方の違いに驚かされます。この大学では、語

学の講義は全て、初級のクラスからネイティブの先生によって運営されてい

ます。漢字の知識がないアメリカ人のペースに合わせた授業なので、講義の

進むスピードは遅めです。内容は易しいです。 

 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

Jazz Dance ジャズダンス 

科目設置学部・研究科 Dance 

履修期間 fall term 

単位数 2 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 実技重視（チュートリアル，講義形式等） 

授業時間数 １週間に９０分が２回 

担当教授 Mr.Wayne Marshall Smith 

授業内容 ２５人程のクラスで、講義は柔軟から始まり、基礎的なジャズダンスの技術

や用語を学びます。 

試験・課題など 試験は実技テストを行います。また、与えられた講演リストの中からバレエ

等の講演を２つ以上見に行くことが求められます。また、そのうちの１つに

ついて、評論レポートを書きます。（２ページ） 

感想を自由記入 この講義のレベルは非常に高いです。振付けや動きを覚えるのに講義中は必

死でした。講義中の現地学生の自由な振る舞いに驚かされることが多い講義

でした。他の講義に比べ、授業以外の負担がなく、運動にもなるので息抜き

になりました。 
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留学に関するタイムチャート 

 

留学までの準備、試験勉強、留学中、留学後、特に留学に関連して発生した事項を記入してください。 

（形式は箇条書きなど簡単なもので構いません） 

 

2011 年 

１月～３月 
４週間の短期語学研修（アメリカ）を経験。 

４月～７月 漠然としていた長期留学を真剣に考え始める。 

８月～９月 ＴＯＥＦＬに向けた勉強。 

１０月～１２月 TOEFL を受けて、結果を出す。 

２０１２年 

１月～３月 
就職活動開始と面接に向けた準備 

４月～７月 
就活の面接開始、留学資金を貯めるためのアルバイト、現地の情報収

集、大学卒業のために必要な単位数を満たす 

８月～９月 留学開始、現地の授業形式や生活、環境に慣れる 

１０月～１２月 留学生活後半、レポートや課題読書、学期末テストに取り組む 

 


